






要約:ファロ一四徴症根治手術後 5年以上経過した 22 例を対象にホルター心電図とトレッ

ドミル運動負荷テストを施行し、主に心室性不整脈に着目して検討した。本疾患術後運動

耐容能の良好な例においても心室性不整脈は高率に認められ、特に術後経過年数が 10 年

以上の例、術後早期右室圧が50mmHg 以上であった例では Lown 分類上、より重症の心室性

不整脈の出現傾向を示した。


